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日米の大学入試 「世界史」 で測定される

歴史的知識と歴史的思考力

中切　正 人 （岐阜県立吉城高等学校）

1 ，問題の所在 と本研究の 目的 ：知識偏重入試 ？

　21 世紀を迎え，グロ
ーバ ル 化する知識基盤社会

にお ける動態的な広義の 知識 と歴史的思考力 の 育

成が注 目される中で，2006 年秋，高等学校世界史

未履修問題が浮上 した 。 そ して ， 日本学術会議高

校地理歴史教育に 関する分科会 （2011＞で は，元

来歴史教育の両輪たる 厂歴史的知識 の 伝達」と 「歴

史的思考力 の 育成」にお い て
， わ が 国 で は前者に

偏重 した教育が進め られ，大学入試を代表するセ

ン タ
ー試験の 多肢選択式では歴史的思考力を問う

出題 は困難で ある と指摘 された。さらに，油井

（2011）等で は，教科書言［述 の 中心を占め，大学

入試で測定されて い る能力は丸暗記で対応できる

レベ ル の知識で ある と指摘された。しか し，現場

の授業を規定 し易い セ ン タ
ー試験に つ い て （谷

口 ・山 口 編 2011 ；等），
「世界史」 の 全設問を分析

対象 として検証 した研究は行われ て こ なか っ た 。

　 この ように半ば既成概 念化された 「セ ン タ
ー

試

験 『世界史』は細かな歴 史的知識の 測定に偏重 し

て い る」 とい う認識は正 しい の か。多肢選択式試

験で歴史的思考力を測定するこ とはで きない の か 。

さらに ， 細かな知識以外を測定 したり， 歴史的思

考力を測定した りする事例は存在するの か。以上

よ り，本研究は ， 高大接続に関わる多肢選択式試

験に お い て，どの よ うな歴史的知識の 質を測定す

る こ とが可能か ， そ して ， 歴史的思考力を測定す

るこ とは可能か，可能ならば どの よ うな歴史的思

考力か ， 実証的に明らか にする ことを目的とする，

2 ．本研究の 分析方法と分析対象

　先行研究を見る と， 試 験で測定され る歴史的知

識につ い ては，これまで 中等歴史教育関係者によ

っ て そ の質は大き く三 つ に構造化 ・分類され ， （1）

具体的な歴史事象を指す個別的 ・記述的な知識，

（2）：（1）を基に して それ らの 複数の 個別的 ・記述的

知識をまとめて抽象陸を高めた概念的知識，（3）：

（2）を基に して それ らの複数の概念的知識 を関連

させ てそ こ に何らか の 時代解釈や価値判断等が挿

入 された解釈的 ・評価的知識で あ り，（1）→ （3）の 順

に抽象性が高まる とされてい る麻 分 1978 ；等）。

これに対し歴史的思考力は ，今 日 （2014 年）に至

るまでそ の 測定 ・評価に焦点を当て た研究が ほ と

ん ど見 られず，その 定義や構成要素に対する歴史

教育関係者の 共通認識 は存在せ ず， 学習指導要領

にも明記され て い ない （桐谷 2012 ；等）。

　そ こで，分析の枠組み と して，先行研究を参照

して歴史的知識の質を 「一次1青報的知識」 と 「二

次 ・三次陦報的知識」 とに区分し，教科書に記載

され る 「い つ ，どこ で，〜
」 レベ ル の 比較的低次

の 歴史的思考力が機能して習得され ると考えられ

る個別的知識を
一
次1青報的知識 と し，他方それら

の 角鞦 等を通 して獲得された知識 で，
一次1青報的

知識に比 べ て高次の 歴史的思考力が多様に機能し

て習得される二次 ・三次晴報的知識 を対置させ ，

両者の境界を判別する分析軸を設定 した。
こ の 区

分は ， ア ン ダーソ ン らによる改訂版タキ ソ ノ ミ
ー

の 事実的知識 と概 念的知識に相当する。

　
一

方 ， 歴史的思考力につ い ては ， そ の 中に改訂

版タキ ソ ノ ミ
ーの認知過程次元が全 て含まれると

考えた。そ して，比較的短時間で 実施される多肢

選択式試験で は ，
「想起する」能力は

一
次1青報的知

識 として ，
「理解す る」能力 は二 次

・三次陦報的知

識 として測定 されて い るが，高次の歴史的思考力

を個別に測定するこ とは難しく，それ らが機能す

る過程はブ ラ ッ ク
・ボ ッ ク ス の 中に あっ て ，選択

肢の選択結果だけが ア ウトプ ッ トされてい る と考

えた。しか し，文献等の 資料を活用 した設問で は，

比較的低次の歴史的思考力なが ら歴史学 ・歴史教

育の 土台た る史料批判が，その 前提となる史料読

解の遂行に よる 「史料批判の 適用」として そ の 「適

用す る」行為 の 有無が測定されて い ると考えた。
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團
問の 回答に は提

示された資料の

読解が不可欠で，

それを通 して

「史料 批判の適

用」 が測定され

る。各選韭硼 支に

記された歴史用

語や文章は 歴史的因果の 分析等の 比 較白勺高次の歴史的思

考力が幾能 して習 屠さ れる＝次 ・ 三 欠盾報的矢臟 で ある。

　本研究は こ の枠組み 「歴史的知識の 質と歴史的

、思考力 の 二 本 の 分析軸によ り構成 されるマ トリク

ス 」 に，三 つ の試 験の各設問を
一

つ
一

つ コ
ーディ

ン グする こ とによっ て ，試験が どの象限に位置付

けられ るか検証する分析方法を用い た 【図 1 】。こ
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れに よ り，各設問で測定されてい る歴史的知識の

質と歴史的思考力 との 関わりが明瞭になり，設問

が どの象限に多く配置されるか検証す ることに よ

っ て ， 各試験の 特色 を明確にする こ とがで きる。

　そし て，高大接続に 関わる多肢選択式試験 「世

界史」 が実施 され てい る事例と して，アメリカ の

SAT 科 目別テス トとAP 試験の 多肢選択部の 条件

付 き公 開年度 （両者とも原則非公 開） の 本試験

「SAT ：2002年 と2005 年，　AP 試験 ：2002 年 と

2007 年および大改訂が反映 された 2011年模擬試

験」 を選定 し，以上を考慮して ，セ ンター試験は

2007 年度と 2009年度を分析対象に選定した。

3 ．分析と考察

〈分析事例 ：第 1象限 ；SAT2002 年設問 76 ＞

料批判の 適用 も多く （35．7％）， 第 1象限へ の移行

傾向が見られる 。 引用された資料は，読解時に多

様な解釈等が挿入され易い文献史料が過半数を占

め （60．O°

／，）， 統計資料 も使用 され て い る、
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　 【図 2：時 事 漫 回 ］eorlegeBoerd （2008 ）p19D か ら 転 載

　 19世紀後

半の イギ リ

ス を描い た

時事漫画が

意図して い

るの は，次

の どれ か。

（A ）男性

が働 く妻を助けて 子 どもの 世話をする こ とを勧める。

（B ）知性的な女性は妻や母親に は相応 し くない と

非難する 。 （C ）た とえ子 どもが い たと しても，自ら

の教養を他に生かすように女性に勧める。（D ）子 ど

もの しつ けを妻に任せ る父親を非難する 。 （E ）父親

も母親と同 じくらい 子 どもの世話をするのが上 手 い

と示 唆する。→ 正 解 （B）：資料は英ヴ ィ ク トリア 時

代の家庭風景、下部に 「わ力棲 は知的な女陛」 とあ

り， 絵の 夫 ・妻 。 子供の状況を読み取る過程で 「史

料批判の適用 」が測定されている。選択肢では当時

の 中流階級の保守的女性観の変化力澗われ 近代女

性解放に関する解釈を通した二 次1青報的知識が求め

られてい る ことから，第 1象限に位置付けられる。

　三つ の試験の分析結果を 【図 1】に反映させた

の が 【図 3 】で ある。セ ン タ
ー試験で測定され て

い る歴史的知識の質は全て
一

次清報的知識で あり，

設 問の 大半が第皿象限に位置づけ られ るが ，

一部

に史料批判の適用を測定する設問が見られ （2007

年度と 2009 年度の 平均値 ：6．9％）， 資料には多

様な歴 史解釈が比較的挿入 されに くい 地 図と絵

画 ・イラス トが使用 され て い る。 これによ り， 知

識偏重とされて きたこれまで の認識は訂正 された。

　SAT では二 次 ・三次情報的知識の 測定が多く

（67．4％），史料批判の適用も見 られ る こ とか ら

（9．5％）， 第IV象限に位置づ けられる 。
　 AP 試験

はそれ以上に二次 ・三次卜青報的知識の測定が増加

し，特に 2011 年 AP 模擬試験はほぼ全 て の設問

で 二 次 ・三次1静艮的知識が測定され （95．7％），史

「史料批判 の 薗用」 無 し

【図 2．：三 つ の 試 験の 測 定象 限の マ ト1丿クス】

　セ ンター試験と 2011 年 AP 模擬試験を対比す

る と， セ ン タ
ー

試験には 「一次陦報的知識の測定

による正解の
一

義性の確保」 が見られ，その背景

には 「試験問題の 公開制度」 に支え られた，試験

の 設問文や提示資料に対する主観的な解釈等の 挿

入 を防止 する 「実践的な公明性の重視」 が想定さ

れ る。これは，集団準拠型試験に基 づ く 「1 点刻

みの 相対評価」 に由来すると考えられる。他方 ，

AP 試験には 「二 次 ・三次情報的知識の測定によ

る正解の多義性の 内包」が見られ ， それ は，「試験

問題の 非公開制度」 に支えられた，歴史的思考力

の 測定の 強化 とい う 「理論的な到達度の 重視」 が

想定され る。
これ は ， 目標準拠型試験に基づ く 「段

階別の 絶対評価」 に由来すると考え られる 。

4 ．結論

　高大接続に関わる多肢選択式試験にお い て ，比

較的高次の 歴史的思考力 が機能 して習得 される と

考え られる 「二次 ・三次辭 艮的知識 ：概念的知識」

を測定することが可能である。そ して，歴史的思

考力 を測定する こ とが可能で あ り，それは歴史

学 ・歴史教育の 土台 となる史料批判が，設問文 に

提示 された歴史的資料を対象とした， 史料読解の

遂行による 「史料批判の適用」 として測定される

こ とが可能で ある。さらに，二 次 ・三 次情報的知

識 と同時に測定可能で ある こ とが実証 された。
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